
第１６回新型コロナウイルス感染症対策本部会議要旨（速報） 

○実施日時／令和２年５月１５日 １６時４５分～１７時２５分 

○発言要旨 

議事 発言 

次第１「本市の医

療体制について」 

※資料に基づき、川崎市健康安全研究所岡部所長から説明を行った。 

【岡部所長】 

・昨日、一部地域で緊急事態宣言が解除されたが、これは完全に大丈夫とい

うことではない。感染者がまた増加するようであれば再度の宣言もあり得

る。注意深い対応が今後も必要となる。 

・抗原検査は、ＰＣＲ検査と比べて少し制度が落ちる。ＰＣＲ検査と組み合

わせて判断していく必要がある。 

【本部長】 

 ・抗原検査は、今後の検査でどのように使われるか。 

【岡部所長】 

 ・接触者センターのほかに医療機関でも使われることになる。 

【本部長】 

 ・広く流通するか。 

【岡部所長】 

 ・全てにはまだ流通はしない。感染者が多い場所から回っていくことにな

る。 

【本部長】 

 ・疑い症例の場合、院内感染等も懸念される。 

【岡部所長】 

 ・院内感染に対しては、抗原検査で早い対応ができる。ただし、抗原検査で

陰性の場合であっても、さらにＰＣＲ検査が必要になる。 

次第２「川崎市緊

急経済対策の改定

について」 

※資料に基づき、事務局から説明を行った。 

【本部長】 

 ・今回の改定により、４７の取組が５６に増えた。 

 ・特に意見等なければ、このとおり決定とする。 

次第３「緊急事態

宣言かにおける本

市の対応につい

て」 

※資料に基づき、事務局から説明を行った。 

【事務局長】 

 ・本日示した検討事項は、今後の緊急事態宣言の解除を受けて方針としてい



きたいと考えている。 

【本部長】 

 ・各局の取組はいかがか。 

【教育次長】 

 ・学校休業の長期化により、こどもや保護者の負担が大きくなっている。段

階的に再開できるよう、近隣の状況も踏まえながら検討していく。 

【教育長】 

 ・段階的に再開できるよう、具体的に示していきたい。 

【こども未来局長】 

 ・こどもの居場所確保についても、学校再開と調整しながら実施していく。 

 ・保育についても、通常時に戻すために段階を踏んでいかなければならな

い。 

 ・児童虐待の通告件数が落ちているが、虐待件数自体は減っていないと思わ

れる。相談しやすい体制を考えていく。 

【健康福祉局長】 

 ・高齢者や障害者に対する福祉サービスが縮小しており、状態の悪化が見込

まれる。感染予防をしながら事業者支援を行い、必要なサービスを提供し

ていく。 

 ・緊急事態宣言が解除されても、介護従事者等がすぐに仕事に就けるとは限

らない。生活が安定するまでは、必要な支援を行っていく。 

 ・住宅確保支援金の申請は、かなり多くなっている。 

【高津区長】 

 ・総務省のシステムがダウンするなど、対応は大変だったが、なんとか処理

できる状態になってきた。週明けには処理が追い付くように、週末も出勤

し業務を行う。 

 ・今後、本庁からの人的支援をお願いする場の設定を依頼したい。 

【中原区長】 

 ・ぜひ本庁からの支援をお願いしたい。 

【本部長】 

 ・２１日になるかはわからないが、今後の緊急事態宣言解除に向けて準備を

してほしい。 

 ・各区役所だけでなく、業務過多になっている局があるため、他局からの応

援をお願いする。総務企画局を中心に取りまとめてほしい。 

【総務企画局長】 

 ・承知した。 



【本部長】 

 ・区に対しても支援の段取りをお願いする。 

 【本部長】 

 ・連休明けから今週にかけて、人出が増えてきており、今週末、多くの人が

外出することを危惧している。ここはゆるまずに引き締めていく必要があ

る。 

以上 


